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別紙

委員長　　　　開会宣言
議長　　　　　あいさつ
副町長　　　　あいさつ

議案第55号

委員長　　　　本委員会に付託されました議案第55号長久手町交通安全条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第55号について執行部の説明を求めます。
安心安全課長　議案第55号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第55号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
川本委員　　　議案の概要　３今後の影響で、「この条例の改正により、交通安全のためのより具体的な活動の推進が図られます。」とのことだが、今後の計画について、推進していきたいことはあるか。
安心安全課長　３つの項目を新たに追加しています。飲酒運転は今月の10日から啓発をしているが、これまで実施してきた事業の他に、酒類を提供する飲食店等の協力依頼、ハンドルキーパー運動ということで、推進していきます。また、高齢者等の交通安全対策は、特に自転車に乗る高齢者の交通死亡事故の比率が高くなっているので、こういった方への啓発をしています。また、シートベルトは運転席、助手席については広まってきたが、後部座席及びチャイルドシート等の着用率がまだ低いので、そういった点を重点的に推進していこうと考えています。
川本委員　　　毎朝、平和橋に立っているが、後部座席のシートベルトの着用率が少なくなっている。シートベルトについて町内のドライバーにアピールできることをお願いしたいがどうか。
安心安全課長　年に二度ほどシートベルト着用率実態調査を行っています。今年については、運転席は96～97％、助手席も90％以上のシートベルトの着用があります。それに比べて、後部座席は70～75％、チャイルドシート、ジュニアシートの着用は特に低く、この辺について啓蒙活動を含めてＰＲしていきたいと思います。
川本委員　　　アピールするのに自治会も通して、個々の家庭へも浸透できるように考えてやってもらうと非常にいい。特に後部座席のシートベルトの着用が少ないということなので、そこを重視して指導をやってもらうべきであるがどうか。
安心安全課長　その辺に十分注意して事業実施をしていきたい。
吉田委員　　　走行中に携帯電話を使用してはいけないことの啓発はなぜ入れなかったのか。
安心安全課長　今回の改正のきっかけは、交通死亡事故が過去５年間で、愛知県が全国ワースト第１位ということだが、その中で、飲酒については過去５年間で死亡事故に占める飲酒の件数の割合が平成19年を除いて４年間全国１位となっています。また、高齢者の死亡は、例えば、昨年度だと47％が高齢者です。また、シートベルトは死亡された方の75％がシートベルトをしてなかったということがあります。特に死亡事故を無くすための重点的なものとして今回特に注目したのがこの３点です。その他についてはこれまでの条例の中で、ソフト面で安全教育の充実等既に条例の中にありますが、携帯電話も含めその他についても併せて行っていきます。
加藤委員　　　この条例を制定する前に、ホームページのアンケートを９月14日から10月13日にやっているが、アンケートは何件あったのか。また、このアンケートの意見は条例に反映されているか。
安心安全課長　今回、パブリックコメントを募集したが、応募はありませんでした。
副委員長　　　条例第５条は「飲酒運転の根絶のための活動を推進するものとする。」とある。条例第６条と７条は「交通安全啓発活動を推進するものとする。」「広報啓発活動を推進するものとする。」とあり、言葉を使い分けているがどのような意味があるのか。
安心安全課長　条例第５条の「根絶」は住民自らやれることで、酒を飲まないという形でこれを根絶したいということです。ただ、本文中は「活動を推進する」という表現になっており、条例第６条、第７条も「活動を推進する」ということで同じ語尾になっています。

副委員長　　　条例第６条、第７条は「啓発」が入っているが、条例第５条には入っていないがどうか。
安心安全課長　条例第５条の「根絶のための活動」の中に「啓発」も含めています。意識して「啓発」という言葉を入れなかったということではありません。

副委員長　　　交差点付近のカラー舗装を推進したことによって、車がスピードダウンし、その結果、交差点内の事故が減ってきた。こういう啓発活動と併せて、ハード面の整備も併せてやっていかないといけない。町の整備計画はどうか。
安心安全課長　交差点での死亡事故が多いのは現状であります。カラー舗装等のハード面の他に、ソフト面では今年度も引き続き県警で交差点の歩車分離といった方策も実施されています。また、本町の条例におけるハード面は、現行条例第５条の中で、良好な交通安全環境の確保というところで既にうたっています。したがって、これまでもやってきているし、これまで以上に実施していこうということです。

副委員長　　　先ほど、高齢者等の自転車の事故が多くなったと言われたが、青少年の自転車の暴走、加害者にならないような教育は配慮されるのか。
安心安全課長　子どもの安全教育については、現行条例の第６条で交通安全教育の推進ということで、これまでも保育園から小学校、中学校に至るまで、交通安全教育を充実しています。町も子ども安心推進室を設置して力を入れてきており、今後とも引き続き実施していきたいと思います。

副委員長　　　条例第６条の、「子ども」の表記だが、今後「子供」ではなく「子ども」で統一していくのか。

安心安全課長　県を含めて「子ども」に対する表現が「子ども」になっていました。「子ども」で統一させてもらいたい。今回条例を提出するにあたり、愛知署管内２市２町が同じく12月議会にそれぞれ上程しているが、勉強会を開催して協議した結果です。
委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第55号長久手町交通安全条例の一部を改正する条例について原案に賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第55号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第57号

委員長　　　　次に議案第57号長久手町道路占用料条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第57号について執行部の説明を求めます。

土木課長　　　議案第57号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第57号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
川本委員　　　新旧対照表の金額をみると、電柱に関しては100円／本くらい安くなる。トータル的に現状から新しくなると町への収益はどのくらい変わってくるか。
土木課長　　　平成23年度の占用料の見込みは、一部大口占用者の数量の変更等を見込み、概算で1,880万円くらいになります。平成22年度と比べると290万円くらいの減額です。
副委員長　　　占用料が上がったのもある。占用料が下がったのと上がったのはどういうことで差がでたのか。
土木課長　　　道路占用料については、国の算定式があり、道路価格×占用面積×使用料率×修正率ということで、使用料率は国からの数字で決められてきます。これが変更することによって、上がってくるものと下がってくるものがあります。また、地下埋設管については細分化されて現在６区分が９区分になったことにより、管径によっては上がるところが出てきます。
委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第57号長久手町道路占用料条例の一部を改正する条例について原案に賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第57号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第56号

委員長　　　　次に議案第56号長久手町公共用物の管理に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第56号について執行部の説明を求めます。

土木課長　　　議案第56号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第56号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
副委員長　　　国の法律で占用料を減額してきた背景は何か。
土木課長　　　道路占用料は基本的には固定資産税が元となっています。したがって、固定資産税が下がってきたということで、占用料も下がってきました。
加藤委員　　　議案の概要の２改正の内容に「応急仮設建築物」を追加とある。理由は何か。
土木課長　　　国が追加したことと、災害等が起こって、応急的に公共用地に仮設建築物を造るときには減免しようということが明記され、町も道路占用料、公共用物ということで、新たに追加しました。
委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第56号長久手町公共用物の管理に関する条例の一部を改正する条例について原案に賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第56号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第58号

委員長　　　　次に議案第58号長久手町準用河川の流水占用料等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第58号について執行部の説明を求めます。

土木課長　　　議案第58号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第58号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
副委員長　　　河川に電柱が建っている場所はどのような所か。
土木課長　　　基本的に河川なので無いが、河川ののりじりや、電柱等を建てざるをえない所についてはやむをえないと思います。
副委員長　　　香流川や小さい川はかかってくると思うが、町内ではあまり実態はないのか。
土木課長　　　香流川は県の管理になります。町の管理は準用河川なので、横断部分で共架線が飛ぶこともあります。電柱は基本的にはあまりありませんが上空占用は出てきます。

委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第58号長久手町準用河川の流水占用料等に関する条例の一部を改正する条例について原案に賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第58号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第65号

委員長　　　　次に議案第65号町道路線の廃止についてを議題といたします。議案第65号について執行部の説明を求めます。

土木課長　　　議案第65号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第65号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
　　　　ありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続
いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第65号町道路線の廃止について原案に賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第65号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第66号

委員長　　　　次に議案第66号町道路線の認定についてを議題といたします。議案第66号について執行部の説明を求めます。

土木課長　　　議案第66号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第66号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
副委員長　　　西原山東原山１号線だが、町道認定の基準があり、それに対して道幅や歩道や緑道の構造はどのようか。また、舗装の厚さ等も基準に合ったという検査をしたのか。
土木課長　　　都市計画の開発による道路の新設なので、道路を造るときに最初に土木課と協議をして道路設置をします。道路幅員、舗装厚等についてもその都度土木課と調整して造っています。建築の完了検査と一緒に道路の完了検査も９月の中旬に行っています。認定幅は約９ｍです。
副委員長　　　荒田４号線だが、一番北の上川原の住宅に入るところは、現時点では閉鎖になっている。町道として先が閉鎖している道路を認定することはどういうことか。地元住民が車が進入してきては困るということで、そのようになったということを聞いたが、将来的にはどのようになるのか。
土木課長　　　荒田４号線の北側だが、現在車止めが設置されています。基本的には町としては通り抜けがしたいということで、今は車止めで止めてある状況です。上川原自治会との協議の中で、ここの車止めをはずすときは、町と協議をして整ったらはずすことになっています。
副委員長　　　条件付きの道路を町道認定できるのか。
土木課長　　　荒田１号線の読み替えです。廃止した道路は歩行者専用道路だったが、新たに普通の道路になりました。元々認定してあった道路の読み替えで道路法上は問題ありません。

加藤委員　　　西原山東原山１号線だが、出入り口がふさいである。出入りはできるようになるのか。

土木課長　　　地元自治会が出入りをしたくないということで、現在は通り抜けができないようになっています。

加藤委員　　　歩行者もか。

土木課長　　　そうです。

吉田委員　　　マンション工事は何年くらいかかるのか。

副町長　　　　３期に分けてマンション建設を行うと聞いています。１期目の工事はなるべく早くやりたいということで、既に広告等も入っている状況ですが、正確な年数はまだはっきりしていません。西側で１期目をやって、荒田４号線側のスーパーも１期目と同じくらいでやりたいと聞いています。
吉田委員　　　マンションの工事期間が相当かかるので、西原山東原山１号線に工事車両を進入させると道路の傷みが早くなる。きちんと話し合いがされているのか。
同課長補佐兼管理係長　マンションの１期工事については西原山東原山１号線を使わずに、西側から乗り入れするように指導しており、新たに乗り入れを設置しています。２期３期のマンション工事、スーパーの工事についても道路を損傷した部分は必ず直すということで指導をしています。
副委員長　　　西原山東原山１号線のちょうど県営東原山住宅という字の部分に矢野コンクリート工業（株）の土地がずっとあった。ここは将来は道路用地になるのか。

土木課長　　　矢野コンクリート工業（株）が土地を所有しているので、将来的に道路になる計画は土木課としては持っていません。民地の土地利用については把握していません。

議長　　　　　新しい道路ができて信号機設置についてどのように協議しているか。
土木課長　　　西原山東原山１号線及び荒田４号線に伴う道路信号機の設置は計画していません。

議長　　　　　スーパーができる。歩いてくる人を対象にしていないので、当然車がたくさん入る。信号機がなくて大丈夫か。

副町長　　　　以前、自治会から信号機設置の要望があり町長が受けています。ただ、要望しても最終的には公安委員会の判断になります。スーパーから出てきた所の信号機設置の要望ということで地元からもらっているので、愛知署には要望を安心安全課からしていきます。
議長　　　　　車の交通量が増えれば当然事故は出てくる。早急に信号機を付けるようにしてもらいたい。

副町長　　　　信号機の設置は公安委員会の所管なのでひたすらお願いをしていくということで考えています。
川本委員　　　西原山東原山１号線の西側の道路は交通量で必ず問題になる。行政は見て見ぬふりをするのか。
副町長　　　　以前は、矢野コンクリート工業（株）があり、ダンプカー等の大型車が多かったが、以前に比べればこの道路自体の大型車の通行は減りました。しかも、北側の名古屋市境の下川原橋を名古屋市と分担して修繕するが、この橋が太くならないので交通量としては、朝夕は若干多いが、日中だけでいえば大型車が来なくなりました。今すぐできるものではありません。土木課が長谷工コーポレーションと話をして一部セットバックしてもらっています。長いスパンを見てもらって、歩道の整備や道路のことを踏まえ計画しなくてはいけません。
川本委員　　　用地買収の問題も出てくる。ダンプカーは通らないにしても、朝夕は交通量が多い。即ということは難しいが、交通量の問題は必ず出てくる。行政も地元の意見を聞いて前向きに検討していくことを要望する。
委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第66号町道路線の認定について原案に賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第66号については原案のとおり可決することに決しました。

　　　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。

（異議なしの声あり）

ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で建設環境委員会を閉会します。

午前１０時５０分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２２年１２月１４日

建設環境委員会委員長　浅井たつお
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